青風荘　　フェイスシート

平成20年　12月　1日　担当：上平　ユリ子　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　小向　武雄　様　　　　　男・女　　　　昭和　9年2月26日生（　74歳）

	
	〒039-1104　住　所　八戸市田面木赤坂35-9　　　電話　0178-27-7658　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　無し

	
	発症時期
	　　Ｓ32年　月頃（23歳時頃）
	罹 患 期 間
	約50年

	
	入院回数
	　　３回　　
	延べ入院年数
	　約　42年　　ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　　千葉　良　Dr　）
	外来受診日
	土曜日（隔週）

	医療区分
	後期高齢者医療
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　5000円
	精神（　1　級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金1級（8.3万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア

	住まいの場
	　青風荘

	入所年月日
	Ｈ13年5月31日
	身長
	164cm
	体重
	65.3kg

	最終学歴
	岩手県立福岡高校　卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	　帽子問屋（東京出稼ぎ　本人談　約1年）　農業・魚加工（時期・詳細不明）
	

	保　護　者
	氏　　名　　　小向　伊喜雄　様　　　　　　　続柄　　長兄　　　　（同居・否）

	利用目的

周囲との交流や社会との接点を増やし、生活技術・自発性の向上を図る。



	入院・治療歴　初診日（

１　S24年　？月（3ヶ月）　　　　　　　外来　　　　岩手医大（病名不詳）
２　S25年　？月（6ヶ月）　　　　　　　入院　　　　福岡町杉本医院（結核）

３　S30年　1月（？月）　　　　　　　　入院　　　　浄法寺町診療所（結核）

４　S32年　？月（1年間）　　　　　　　入院　　　　二戸療養所（結核）

５　S34年　４月　　　　　　　　　　　　外来　　　　岩手医大精神科

６　S34年　？月　　　　　　　　　　　　入院　　　　南光病院（岩手県）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入院　　　　二戸療養所精神科

７　S40年　11月　　　　　　　　　　　　入院　　　　青南病院

	生活歴　

S24年、15歳頃（中学3年高校受験頃）より、頭痛を訴え始め、岩手医大に３ヶ月程通院（病名不詳）

高校入学直前に結核になり、１年間休学する。S29年高校卒業後、上京して就職するが、結核を再発し、S30年1月に帰郷し浄法寺町診療所に入院する（期間不詳）S31年3月に再上京し就職するが、再び結核が再発し、S32年、二戸療養所へ１年間入院する。この頃より、幻聴・妄想様の症状に家族が気付き、S34年4月岩手医大精神科を受診し通院していたが、以後、南光病院と二戸療養所（精神科）へ入院する（期間不詳）S40年に八戸類家に移り住むが半年位で幻聴・妄想様訴えが出現し、S40年11月17日に青南病院入院となる。H13年5月退院し、そのまま青風荘入所。現在に至る。

	家族構成　　　　　　　　　　伊喜雄様

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　





	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

本人への関わりは長兄である伊喜雄氏夫妻が主。他の兄弟とは盆・正月に会うことがある程度で、疎遠となっている様子。兄は高齢であるが、年に1、2回程本人を自宅へ連れて外泊させている。

次の保護者としては任せられるのは、近所に住む三男義雄様（本人のすぐ下の弟）との事ですが現在体調が思わしくないとの事です。




平成　20年　12月　1日（月）

	氏　名
	　　小向　武雄　様
	男・女
	生年月日
	　　　Ｓ9年2月26日　（74歳）


	長期目標（中期・短期）

	　青風荘での生活・デイナイトケアでのプログラム等を通じ、周囲との交流を持ち生活技術の向上を図る。


　　　　　　

	これまでの経過　（　前回　H20年6月2日）

	荘内では、ホールにはコーヒー、お茶を飲みに下りてきていますが、飲食が終わるとすぐ自室に戻られ長居することはありません。自室ではラジオを聞いたり、臥床したり、放歌したりして過ごされ、休日も殆ど同じような、動きで過ごされています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

殆ど話し掛けると、｢ハイハイ｣と内容をよく検討しないまま返答している事が多く、話の途中で立ち去り最後まで話しを聞く事はありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

整容については、髪は毎日ポマードをつけてくしを通していますが、髭は声かけにより剃ることが出来ています。

身の回りに関しては、一日に何度も下着を交換しており、下着だけを何度も洗濯されています。洗濯については、洗濯機に入れると後は人任せにし、洗濯物を取り込むことや乾燥機に入れることをしない為、その都度自分で行う様促しています。洗濯した衣類はそのままにしていたり、押入れにただ突っ込んでいることが多く、定期的に自室の整理を行い、分かりやすいように種類別に分けて項目を書いて同じ場所へ収納できるように支援しています。

適量のおやつやコ－ヒ－を摂れない為、事務室管理とし、決まった時間に渡しています。その為、体重増加は無く安定されています。

レクリェーションには意欲的に参加され、6/21の間木の平グリーンパークのバーベキューでは、自ら進んでステージに上がリ､上北夜曲など2曲歌われています。9/27のボーリング大会では元気良く動かれ、｢楽しかった。もっとやりたい｣と話されています。

日課全般に声がけがや見守りが必要になっており、その都度指導していますが「ハイ。ハイ。」と聞き流してすぐに立ち去ろうとされ、理解・実践まで至っていない状況です。

年齢的にも高齢になってきているため、身体的な衰えも今後考えられ、予防に努めると同時に状態を観察し必要な対応を行っていきます。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 身の回りの事全般に見守りを要する


	· 頻回な下着の着替えや、気候に合わない服装をしているときは、適切な着替え（一日1回～2回）や着方について付き添いその都度、説明・介入する。

· 入浴前に下着以外の着替え準備の声かけや、入浴時にも様子を確認し、洗身の促しをする。

· 洗濯する際には本人と洗濯物や仕方について、確認し、スタッフが付き添いながら最後まで自分で行えるように繰り返し支援する。

· 衣類を種類別に分けて項目を書いて同じ場所へ収納できるよう、汚れた衣類と清潔な衣類の区別できるように洗濯物の収納を支援していく。

· 自室の掃除は定期的にスタッフと確認し、一緒に掃除を行っていく。


	　　4ヶ月

	②高齢に伴う心身機能の低下
	· 自分から不調があっても伝えてこない為、普段から観察を密にして体調等の確認をしていく。

· 身体機能の維持の為、定期的な運動など必要な予防策を継続して行っていく。

· 入れ歯の洗浄、歯磨きなどの口腔ケアについてやり方を指導していく。
	　4ヶ月


プラン計画者　氏名：上平　ユリ子

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
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